
第五次長野市総合計画 前期基本計画の統計指標
注：H29の実績値が基準値を下回った指標について、太枠　　　　　　で囲んで記載しています。

施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

１-１-１　市民とともにつくる市政の推進

審議会等の公募委員の応募倍
率

審議会等委員の公募人数に対す
る応募者数の比率（直近２年間の
平均）

市民の市政に対する参加度合を
表す

0.7 1.0 1.0 倍
平成27年度の現状値を基に、応募者数が公
募人数を上回ることを目指して設定

パブリックコメント１件当たりに寄
せられた意見数

パブリックコメント１件当たりに寄せ
られた意見数（直近５年間の平均）

市民の市政に対する関与度合を
表す

39.7 42.5 50.0 件
過去の実績の最高値を参考に設定
分かりやすく目指しやすい目標値とするため
の設定

１-１-２　市民によるまちづくり活動への支援

地区地域福祉活動計画の評価
に取り組んでいる地区数（再掲：
２-３-２）

地区地域福祉活動計画の進捗状
況の把握や計画の検証・見直しに
取り組んでいる地区数

市民がまちづくりに取り組んでい
る状況を表す

17 24 32 地区
第三次長野市地域福祉計画と同じ
全地区での実施を見込み設定

１-２-１　効果的で効率的な行財政運営の推進

実質公債費比率 財政規模に対する公債費の割合 市の財政の健全性を表す 3.4 算定中
(H30年８月)

18
％
未満

地方公共団体の財政の健全化に関する法律
による早期健全化基準（イエローライン）25％
及び本市の財政推計等を考慮し設定

将来負担比率
財政規模に対する確定している負
債の割合

市の財政の健全性を表す 37.7 算定中
(H30年８月)

150
％
未満

地方公共団体の財政の健全化に関する法律
による早期健全化基準（イエローライン）350％
及び本市の財政推計等を考慮し設定

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

資料1-2
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施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

１-２-２　市民の満足が得られる市政の推進

行政評価の達成状況
行政評価の一環として実施する施
策評価における、施策の目指す状
態の達成状況の割合

市民ニーズを踏まえた質の高い
行政サービス提供の実現に向け
て概ね適切に取り組んでいる施
策の状況を表す

92.0 88.9 100 ％ 指標の性質上、100％を目指し設定

オンライン化可能な申請、届出、
予約手続のオンライン化実施率

オンライン化可能な申請、届出、
予約手続のオンライン化実施率

市民の利便性向上につながる行
政のICT利活用の整備度合を表
す

74.1 算定中
(H30年９月)

100 ％ 第四次長野市高度情報化基本計画と同じ

オンライン化済の申請、届出、予
約手続のオンライン利用率

平成27年度までにオンライン化済
の申請、届出、予約手続のオンラ
イン利用率

市民の行政手続等におけるICT
利活用の度合を表す

58.8 算定中
(H30年９月)

70.2 ％

第四次長野市高度情報化基本計画と同じ
国が定めるオンライン利用促進対象21手続の
本市におけるオンライン利用率の増加度合
（平成25年度～27年度）を参考に設定

１-２-３　地方中核都市としての役割の遂行

長野地域の定住人口

長野県毎月人口異動調査におけ
る、６月１日現在の長野市、須坂
市、千曲市、坂城町、小布施町、
高山村、信濃町、小川村、飯綱町
の人口の合計

長野地域連携中枢都市圏にお
ける取組の成果を表す

541,368
(H28)

538,608 526,000 人

長野地域連携中枢都市圏ビジョンにおける、
平成52年の目標人口（476,000人）を考慮し設
定
平成28年６月１日時点を基準に算出

２-１-１　結婚、妊娠・出産、子育ての切れ目ない支援

合計特殊出生率（年）
一人の女性が生涯に産む子ども
の数

出産についての希望をかなえて
いる状況を表す

1.55 算定中
(H30年10月)

1.65
長野市人口ビジョンで目指す将来の姿（平成
72年の人口約30万人、平成37年の合計特殊
出生率1.84）を踏まえて設定

２-１-２　子どもの成長を育む環境の充実

子育てや子どもの成長に喜びや
生きがいを感じる保護者の割合

市内の幼稚園・保育所・認定こども
園に通園している子どもの保護者
の状況

子どもの発達・成長の基礎とな
る、保護者の子育てに対する喜
びを表す

89.1
（H28）

アンケート
未実施
(H30年９月)

92.0 ％

現状値の「喜びや生きがいを感じる」状況にな
い人のうち、４分の１以上が肯定的な状況に変
わることを目指して設定。数値は計画期間の
実績の平均で算定

家庭で日頃、子どもに絵本の読
み聞かせをしている保護者の割
合

市内の幼稚園・保育所・認定こども
園に通園している子どもの保護者
の状況

子どもの発達・成長の基礎とな
る、家庭環境の状況を表す

88.9
（H28）

アンケート
未実施
(H30年９月)

92.0 ％

現状値の「日頃読み聞かせをしている」状況に
ない人のうち、４分の１以上が肯定的な状況に
変わることを目指して設定。数値は計画期間
の実績の平均で算定



施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

２-１-３　社会的援助を必要とする家庭等の自立支援

高等職業訓練促進給付金事業
による就業率

高等職業訓練促進給付金を受給
し養成機関を修了した者に占める
就業者の割合

ひとり親家庭に対する支援の効
果の度合を表す

100
(2人/2人)

100
（3人/3人）

100 ％ 平成23年度～27年度の傾向を参考に設定

２-２-１　高齢者の社会参加と生きがいづくりの促進

社会参加している60歳以上の市
民の割合

「就労（仕事に就き、その対価を得
ている）」「ボランティア」「興味関心
のある活動」等、社会と関わる活動
をしている60歳以上の市民の割合

高齢者の社会参加の状況を表す
79.5
(H28)

83.5 84.0 ％
国の「高齢者の地域社会への参加に関する意
識調査」結果を踏まえて設定

２-２-２　高齢者福祉サービスの充実

要介護状態ではない高齢者の割
合

高齢者（65歳以上）のうち、要介護
認定（要介護１～５）を受けていな
い人の割合

高齢者に対する介護予防の効果
を表す

86.7 86.7 86.1 ％
平成22年度～27年度の微減傾向を参考に設
定

２-３-１　障害者（児）福祉の充実

一般企業の障害者雇用率（年）
企業が雇用する常用労働者数に
占める障害者の割合

障害者の就労による社会参加の
度合を表す

2.06 2.11 2.37 ％ 平成22年～27年の増加度合を参考に設定

２-３-２　認め合い、支え合い、活かし合う地域社会の実現

地区地域福祉活動計画の評価
に取り組んでいる地区数

地区地域福祉活動計画の進捗状
況の把握や計画の検証・見直しに
取り組んでいる地区数

地区における課題解決に向けた
支え合い活動の取組状況を表す

17 24 32 地区
第三次長野市地域福祉計画と同じ
全地区での実施を見込み設定

２-３-３　生活の安定と自立への支援

「まいさぽ長野市」の支援により
就労した人の割合

「まいさぽ長野市」の利用者にお
ける、就労支援を必要とする人のう
ち、支援により実際に就労した人
の割合

生活に困っている人に対する
セーフティネットの効果を表す

38.6 55.9 45.0 ％
国の経済・財政再生計画改革工程表のKPI
（45％）を踏まえて設定

注：括弧内は修了者と就業者の人数を示す。（就業者/修了者）
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施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

２-４-１　健康の保持・増進の支援

健康寿命（年）
介護保険の要介護認定者数等を
用いて算定した、日常生活動作が
自立している期間の平均

市民一人ひとりが健康の大切さ
を認識し、健康づくりに取り組ん
でいる状況を表す

男
80.81
女

84.97

算定中
(H30年12月)

平均寿
命の増
加分を
上回る
健康寿
命の増
加

年 国の健康日本21（第二次）を踏まえて設定

75歳未満のがん死亡率（年）
75歳未満における、人口10万人
当たりのがんの年齢調整死亡率

市民一人ひとりが健康の大切さ
を認識し、健康づくりに取り組ん
でいる状況を表す

57.1 算定中
(H30年12月)

45.7 以下
平成27年の現状値から20％減を見込み設定
国の健康日本21（第二次）を踏まえて設定

糖尿病予備群・糖尿病が強く疑
われる市民の割合

ＨｂＡ１ｃの値が5.6％以上である市
民の割合

市民一人ひとりが健康の大切さ
を認識し、健康づくりに取り組ん
でいる状況を表す

男
64.9
女
68.3
（H26）

男
67.3
女
71.0

男
55.2
女
58.1

％
以下

平成26年度の現状値から15％減を見込み設
定
国の健康日本21（第二次）を踏まえて設定

メタボリックシンドローム予備群・
該当者の割合

40歳～74歳における、メタボリック
シンドローム予備群または該当者
であると診断された市民の割合

市民一人ひとりが健康の大切さ
を認識し、健康づくりに取り組ん
でいる状況を表す

男
38.7
女
12.1
（H26）

男
45.5
女
15.6

男
29.1
女
9.1

％
以下

平成26年度の現状値から25％減を見込み設
定
国の健康日本21（第二次）を踏まえて設定

２-４-２　保健衛生の充実

自殺率（年） 人口10万人当たりの自殺率
こころの健康を保ち、安心して暮
らすための支援の状況を表す

18.5 14.9 15.5 以下 国の自殺総合対策大綱を踏まえて設定

２-４-３　地域医療体制の充実

健康寿命（年）（再掲：２-４-１）
介護保険の要介護認定者数等を
用いて算定した、日常生活動作が
自立している期間の平均

必要な医療サービスを受けてい
る状況を表す

男
80.81
女

84.97

算定中
(H30年12月)

平均寿
命の増
加分を
上回る
健康寿
命の増
加

年 国の健康日本21（第二次）を踏まえて設定



施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

２-５-１　人権尊重社会の実現

人権教育・啓発研修会参加者の
満足度

指導主事が講師を務める人権教
育・啓発研修会の参加者のうち、
研修が「とてもよい」「よい」と回答し
た人の割合

人権尊重の意義や様々な人権
問題についての理解と認識の度
合を表す

89.8
(H28)

90.0 92.0 ％

現状値の「とてもよい」「よい」と回答しなかった
人のうち、４分の１以上が肯定的な回答に変わ
ることを目指して設定。数値は計画期間の実
績の平均で算定

２-５-２　男女共同参画社会の実現

地域の方針決定の場への女性
の参画度

住民自治協議会における、議決権
のある役員への女性の参画率

地域活動において女性が個性と
能力を発揮できる機会が確保さ
れている状況を表す

16.4 16.5 30.0 ％
みとめあい　ささえあい21　第三次長野市男女
共同参画基本計画、国の第四次男女共同参
画基本計画と同じ

３-１-１　低炭素社会の実現

温室効果ガス排出量

各種統計資料の電力使用量や自
動車登録台数などのデータを用い
て算出した市民一人一日当たりの
温室効果ガス排出量

温室効果ガス排出量の削減状況
（温暖化対策の効果）を表す

14.55
（H24）

算定中
(H33年６月)

14.08
kg－
CO２
以下

長野市地球温暖化対策地域推進計画と同じ
平成17年度比21％減を目指し設定

再生可能エネルギーによる電力
自給率（発電設備容量）

発電設備容量（①水力・小水力＋
②太陽光＋③バイオマス）／最大
電力需要量

再生可能エネルギーの普及状況
を表す

39.1
（H26）

算定中
(H30年秋)

60.0 ％
長野市地球温暖化対策地域推進計画と同じ
固定価格買取制度の動向、公共施設等への
導入状況、市の導入促進施策を踏まえ設定

木質バイオマス燃料需要量
（灯油換算）

間伐材等を活用した木質バイオマ
ス燃料需要量の推計値（①ペレッ
トストーブ設置台数×平均消費量
＋②市有施設におけるペレット・ま
き等の購入量＋③地域活動等に
より生産したまき等の販売量（②と
の重複分を除く））

木質バイオマス燃料（木質バイオ
マスエネルギー資源）の普及状
況を表す

180,120 245,420 330,000 ℓ
長野市地球温暖化対策地域推進計画と同じ
木質バイオマスストーブ・ボイラーの普及状況
を踏まえ設定

３-１-２　循環型社会の実現

事業所からのごみ排出量
事業所からのごみ排出量（産業廃
棄物を除く）

事業所からのごみの排出状況や
ごみの発生抑制の効果を表す

41,662 41,295 41,538
ｔ
以下

長野市一般廃棄物処理基本計画と同じ
ごみ排出量の推計（増加傾向）やごみ減量施
策を踏まえ設定

ごみ総排出量
市民一人一日当たりのごみ排出
量

ごみの排出状況やごみの発生抑
制の効果を表す

961 939 935
ｇ
以下

長野市一般廃棄物処理基本計画と同じ
ごみ排出量の推計（減少傾向）やごみ減量施
策を踏まえ設定
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6

施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

３-２-１　豊かな自然環境の保全

環境保全活動参加者数
ながの環境パートナーシップ会議
の活動への参加者数

市民・地域・事業者・行政の協働
による環境保全活動の状況、自
然環境保全に対する市民意識の
高さを表す

3,766 4,629 4,700 人

第二次長野市環境基本計画と同じ
平成27年度の参加者数を基準に新たな活動
グループ・事業者・団体などとの連携関係構築
により年度当たり150名増加を目指し設定

３-２-２　良好な生活環境の保全

ポイ捨て等ごみ回収量
地域の環境美化活動のごみ回収
量

生活環境（まちなみ、道路・河
川・公園など）の美しさ、環境美
化に対する市民意識の高さを表
す

25,719 16,171 21,500
ｋｇ
以下

第二次長野市環境基本計画と同じ
平成22年度～27年度の平均減少量を参考に
設定

４-１-１　防災・減災対策の推進

地域防災マップ作成率
543自主防災組織のうち、地域の
防災マップを作成した割合

様々な災害に備え、被害を最小
限に抑制するための地域住民に
よる準備の活動を表す

65.8 74.4 85.1 ％
第五次総合計画の計画期間において100％を
目指すこととして設定

防災訓練実施率
自主防災組織が実施する防災訓
練の実施率

様々な災害に備え、被害を最小
限に抑制するための地域住民に
よる準備の活動を表す

87.1 85.1 100 ％ 指標の性格上、100％に設定

４-１-２　消防力の充実・強化及び火災予防

出火率（年） 人口１万人当たりの出火件数
防火意識の高さと生命や財産が
守られている状況を表す

3.3 2.8 3.0
件
以下

過去10年間の（たき火を除く）出火率の平均値
を下回るように設定

４-２-１　交通安全対策の推進

交通事故件数（年） 交通事故件数
交通安全意識やマナーの高さと
交通事故のない安全な生活状況
を表す

1,701 1,471 1,250
件
以下

平成22年～27年の減少度合を参考に設定

高齢者の交通事故件数（年）
高齢者（65歳以上）の交通事故件
数

高齢者の交通安全意識やマ
ナーの高さと交通事故のない安
全な生活状況を表す

580 502 375
件
以下

上記の年間交通事故件数の目標値のうち、推
計高齢化率(30%)を乗じた件数を設定

４-２-２　防犯対策の推進

刑法犯発生件数（年） 凶悪犯罪以外の発生件数
防犯意識の高さと安全な社会の
状況を表す

2,324 1,934 2,000
件
未満

他自治体の目標設定を参考に設定
わかりやすく目指しやすい目標値とするために
設定



施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

４-２-３　安全な消費生活の確保

通信販売（インターネット等）に関
する被害認知件数

消費生活センターで把握する通信
販売（インターネット等）の被害認
知件数

消費生活に関する意識の高さと
健全で安全な消費生活環境の
状況を表す

99 90 50
件
以下

長野市消費者施策推進計画の特殊詐欺認知
件数に関する目標（半減）を参考に設定

特殊詐欺認知件数（年） 特殊詐欺の認知件数
消費生活に関する意識の高さと
健全で安全な消費生活環境の
状況を表す

54 49 25
件
以下

長野県消費生活基本計画に掲げられている
特殊詐欺被害認知件数に関する目標（半減）
と長野市消費者施策推進計画の特殊詐欺認
知件数に関する目標（半減）を参考に設定

５-１-１　乳幼児期から高等教育までの教育の充実

全国学力・学習状況調査におけ
る国語、算数、数学の平均正答
率

・小学校６年生（国語、算数）
・中学校３年生（国語、数学）
について、それぞれ
・Ａ問題（主に知識・技能）
・Ｂ問題（主に活用、思考力・判断
力・表現力）
の平均正答率（全国を100とした指
数）

児童・生徒の学力の状況を表す

小学生
国語Ａ
101.0
国語Ｂ
101.2
算数Ａ
100.1
算数Ｂ
103.6

中学生
国語Ａ
99.2
国語Ｂ
97.4

数学Ａ
97.2
数学Ｂ
95.7

小学生
　国語Ａ
102.0

　国語Ｂ
101.6

　算数Ａ
101.7

　算数Ｂ
102.0

中学生
　国語Ａ
100.9

　国語Ｂ
98.5

　数学Ａ
97.4

　数学Ｂ
97.3

小学生
国語Ａ
103

国語Ｂ
103

算数Ａ
102

算数Ｂ
104

中学生
国語Ａ
100

国語Ｂ
100

数学Ａ
100

数学Ｂ
100

小学生は平成25年度～27年度の最高値を上
回るように設定し、中学生は全国平均値を上
回るように設定（平成28年度から教科に関する
調査結果を整数値で公表しているため、目標
値も整数値で設定）

全国体力・運動能力、運動習慣
等調査において全国平均値を上
回った種目数

・小学校５年生（８種目）
・中学校２年生（９種目）
について、全国平均値を上回った
種目数

児童・生徒の体力の状況を表す

小学生
男子 ５
女子 ５

中学生
男子 ３
女子 ４

小学生
　男子 ５
　女子 ４

中学生
　男子 ７
  女子 ４

小学生
男子 ６
女子 ６

中学生
男子 ４
女子 ５

種目 平成27年度の現状値を上回るように設定

５-１-２　子どもに応じた支援の充実

不登校児童・生徒の学校復帰率

不登校児童・生徒（年間の欠席30
日以上）への指導の結果、登校す
るまたはできるようになった児童・
生徒の割合

不登校児童・生徒への支援の効
果を表す

小学生
47.4

中学生
35.3

小学生
46.7

中学生
39.6

毎年
度、国
の不登
校児
童・生
徒の学
校復帰
率の数
値を上
回る

％
毎年度、不登校児童・生徒数、学校に復帰し
た児童・生徒数は変動することから、国の数値
よりも上回るように設定

7



8

施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

５-１-３　家庭・地域・学校の相互連携による教育力向上

家の人と学校での出来事につい
て話をしている児童・生徒の割合

全国学力・学習状況調査結果（全
国を100とした指数）

児童・生徒の家庭とのつながりを
表す

小学生
100.5
中学生
99.2

小学生
98.6

中学生
101.1

小学生
101.2
中学生
100.6

平成25年度～27年度の最高値を上回るように
設定

住んでいる地域の行事に参加し
ている児童・生徒の割合

全国学力・学習状況調査結果（全
国を100とした指数）

児童・生徒の地域社会とのつな
がりを表す

小学生
129.4
中学生
118.8

小学生
135.6
中学生
120.9

小学生
131.7
中学生
120.6

平成25年度～27年度の最高値を上回るように
設定

５-２-１　生涯学習環境の充実

若い世代を中心に構成される団
体が市立公民館を利用した割合

市立公民館を利用する全団体のう
ち、20歳代～40歳代中心で構成さ
れている団体が市立公民館を利
用した割合

ライフステージに応じた学びを実
践している状況を表す

9.9 10.5 11.0 ％
第二次長野市生涯学習推進計画と同じ
平成27年度の現状値の1.1ポイント増を見込み
設定

５-２-２　学習成果を活かした地域づくりへの参加促進

市立公民館の講座における地域
住民が講師を務めた講座の割合

市立公民館の講座のうち、当該地
区住民が講師を務めた講座の割
合

市民のまち（地域）づくりに対する
意識の高さと学習成果の地域へ
の還元度合いを表す

37.2 31.5 38.5 ％
第二次長野市生涯学習推進計画と同じ
平成27年度の現状値の1.3ポイント増を見込み
設定

５-３-１　多彩な文化芸術の創造と活動支援

市有ホール施設の利用者数

長野市芸術館、東部文化ホール、
篠ノ井市民会館、松代文化ホー
ル、勤労者女性会館しなのき、若
里市民文化ホール、中条音楽堂
の利用者数
注：長野市芸術館は平成28年５月
から、篠ノ井市民会館は平成29年
２月までの利用者数

市有ホール施設で文化芸術に親
しんでいる状況を表す

277,372 402,734 535,000 人
第二次長野市文化芸術振興計画と同じ
平成27年度の現状値の258,000人増を見込み
設定

５-３-２　文化の継承による魅力ある地域づくりの推進

文化財保護活動参加者数
指定文化財の保護に当たっている
市民団体の構成員で活動に参加
した人数

文化財の保存・継承に向けた市
民団体の活動状況を表す

5,537 6,149 5,800 人
第二次長野市文化芸術振興計画と同じ
平成27年度の現状値の270人増を見込み設
定



施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

５-４-１　だれもがスポーツを楽しめる環境づくりの推進

スポーツ実施率
成人が週１回以上スポーツや運動
を実施した割合

市民が自分に合ったスポーツや
運動を実施している状況を表す

59.1 55.9 65.0 ％
国のスポーツ基本計画と同じ
平成27年度の現状値の６ポイント増を見込み
設定

５-４-２　スポーツを通じた交流拡大の推進

南長野運動公園総合球技場入
場者数

スポーツの観戦、イベント等の入
場者数

交流人口の拡大につながるス
ポーツ観戦を南長野運動公園総
合球技場で行われている状況を
表す

171,228 154,669 251,500 人
第二次長野市スポーツ推進計画と同じ
平成27年度の現状値の81,000人増を見込み
設定

５-５-１　国際交流活動の推進

国際交流事業件数

市の国際交流事業補助金を活用
し、市民団体が主催した国際交流
イベントや留学生との交流事業な
どの件数

国際交流活動の促進状況を表
す

7 9 13 件 平成27年度の現状値の６件増を見込み設定

５-５-２　多文化共生の推進

国際交流コーナーの利用者数
国際交流コーナーで開催している
日本語教室の受講者、母語相談
やイベントなどで訪れた人数

異なる文化や習慣などへの相互
理解を促進する施設が利用され
ている状況を表す

8,909 9,416 9,200 人
平成27年度の現状値の290人増を見込み設
定

ＳＮＳのフォロワー数
長野市国際交流フェイスブック等
のＳＮＳに対してフォローしている
数

外国人向けの市政や生活に関
する情報が利用されている状況
を表す

449 660 800 人
第四次長野市高度情報化基本計画と同じ
平成27年度の現状値の350人増を見込み設
定

６-１-１　豊富な観光資源等を活かした観光交流促進

市内観光宿泊者数（年）
観光庁「宿泊旅行統計調査」に基
づく市内宿泊者数の推計

観光消費の状況を表す 160 算定中
(H30年９月頃)

176

（H32
151）

万人泊

長野市観光振興計画と同じ
御開帳開催時：平成27年の10％増、御開帳非
開催時：非開催時平均の８％増を見込み設定

観光消費額 一人当たりの観光消費額の推計 観光消費の状況を表す 13,017 算定中
(H30年８月頃)

14,300 円
長野市観光振興計画と同じ
平成27年度の10％増を見込み設定

観光入込客数
市内の主な観光地（11箇所）への
入込客数の総計

市内観光地のにぎわいを表す 1,701 1,101

1,790

（H32
1,040）

万人

長野市観光振興計画と同じ
御開帳開催時：平成27年度の５％増、御開帳
非開催時：非開催時平均の４％増を見込み設
定

(H23～26年御開帳非開催時平均：140）

(H22～26御開帳非開催時平均：1,002）
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施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

６-１-２　インバウンドの推進

市内外国人宿泊者数（年）
観光庁「宿泊旅行統計調査」に基
づく外国人の市内宿泊者数の推
計

外国人観光客の滞在状況を表
す

59,206 算定中
(H30年９月頃)

71,000 人泊
長野市観光振興計画と同じ
平成27年の20％増を見込み設定

６-１-３　コンベンションの誘致推進

コンベンションの参加者数
ながの観光コンベンションビュー
ローが誘致・支援したコンベンショ
ンへの参加者数

コンベンションによるにぎわいの
状況を表す

115,537 106,513 120,000 人
長野市観光振興計画と同じ
平成27年度の５％増を見込み設定

６-２-１　多様な担い手づくりと農地の有効利用の推進

新規就農者数

給付金等受給者または農家創設
数の平成29年度からの５年間の累
計（現状値は給付金等受給者の
み）

農業の新たな担い手の状況を表
す

118
(H23～H27

累計）
36 150 人

長野市農業振興アクションプランと同じ
年間で30人増を見込み設定

農地の利用権設定面積
長野県農地情報管理センター登
録面積

農地の集積・集約の状況を表す 667.3 750.1 893 ha
長野市農業振興アクションプランと同じ
平成23年度～27年度の平均増加面積を参考
に設定

６-２-２　地域の特性を活かした生産振興と販売力強化の促進

果樹の新品種・新技術導入によ
る栽培面積

りんご新わい化、ぶどう新品種の
栽培面積推計値

省力化、多収化及び市場評価の
高い果樹栽培の状況を表す

68.3 86.1 106 ha
長野市農業振興アクションプランと同じ
JAの生産計画等を踏まえ設定

果樹農業生産額
りんご、もも、ぶどう等の果樹生産
額の推計値

果樹の生産状況を金額として表
す

92.7
（H28)

90.2 104 億円
長野市農業振興アクションプランと同じ
栽培面積及び収穫量、単価の推計値を踏まえ
設定

６-２-３　森林の保全と資源の活用促進

木材生産量
国・県への木材生産補助申請実
績

木材の活用状況を表す 8,168 9,345 17,500 ㎥
平成23年度～27年度の搬出間伐面積を参考
に設定

６-３-１　商工業の強化と環境整備の促進

製造品出荷額等（年）
経済センサスまたは工業統計調査
による従業者４人以上の事業所の
出荷額

製造業の状況を表す
4,388
（H26）

算定中
(H31年９月頃)

4,575 億円
長野市商工業振興・雇用促進計画と同じ
平成17年～26年の実績値を参考に年0.6％の
増を見込み設定

商品販売額（小売業）（年）
経済センサスまたは商業統計調査
による小売業の販売額

商業活動の状況を表す
4,290
（H26）

算定中
(H31年９月頃)

4,290 億円
長野市商工業振興・雇用促進計画と同じ
経済状況及び今後の人口減少を踏まえ平成
26年の水準維持を目標に設定



施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

６-３-２　地域の特性が光る商工業の推進

製造品出荷額等（年）（再掲：６-
３-１）

経済センサスまたは工業統計調査
による従業者４人以上の事業所の
出荷額

製造業の状況を表す
4,388
（H26）

算定中
(H31年９月頃)

4,575 億円
長野市商工業振興・雇用促進計画と同じ
平成17年～26年の実績値を参考に年0.6％の
増を見込み設定

商品販売額（小売業）（年）（再
掲：６-３-１）

経済センサスまたは商業統計調査
による小売業の販売額

商業活動の状況を表す
4,290
（H26）

算定中
(H31年９月頃)

4,290 億円
長野市商工業振興・雇用促進計画と同じ
経済状況及び今後の人口減少を踏まえ平成
26年の水準維持を目標に設定

６-３-３　新たな活力につながる産業の創出

新技術・新製品開発件数

長野市ものづくり研究開発事業の
選定を経て、大学などと共同開発
を行う事業件数（H17年度からの
累計）

産学金官の連携による新たな事
業の創出状況を表す

29 36 47 件
長野市商工業振興・雇用促進計画に基づく
平成23年度～27年度の実績を参考に設定

６-４-１　就労の促進と多様な働き方の支援

就職情報サイト「おしごとながの」
のセッション数

インターネット就職情報サイト「おし
ごとながの」のセッション数

企業の特長や求人に関する情報
が利用されている状況を表す

41,253 92,505 62,000 回
長野市商工業振興・雇用促進計画と同じ
平成26年度～27年度の実績値を参考に概ね
年１％の増を見込み設定

６-４-２　勤労者福祉の推進

長野市勤労者共済会への加入
者割合

中小企業勤労者数に占める長野
市勤労者共済会の会員数の割合
（当該年度の４月末時点）

中小企業における従業者の福利
厚生や研修機会が確保されてい
る状況を表す

10.9 10.5 11.0 ％
長野市商工業振興・雇用促進計画と同じ
地域社会の経済状況を踏まえ平成27年度の
水準程度の維持を目標に設定

７-１-１　地域の特性に応じた都市機能の充実

人口密度 居住誘導区域の人口密度
集約型のまちづくりに向け居住を
誘導する区域の人口集積の度合
いを表す

50.9 50.9 50.9 人/ha現状値の維持を目指し設定

７-１-２　暮らしを支える生活機能の維持

上水道管路の耐震化率
上水道管路総延長に占める老朽
管更新などにより耐震化された管
路延長の割合

生活を支える都市基盤のひとつ
である水道を適切に維持してい
る状況を表す

11.4 13.1 14.5 ％ 長野市水道施設整備計画と同じ
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施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

７-１-３　多世代のだれもが暮らしやすいまちづくりの推進

279.9 289.4 286.0 ㎞ ①年間平均1kmの増加を見込み設定

84.1 85.9 87.0 ㎞ ②年間平均0.5kmの増加を見込み設定

331 356 360 箇所 ③年間平均５箇所の増加を見込み設定

７-１-４　地域の特色を活かした景観の形成

道路美装化延長
歴史的風致の維持向上のため、
周囲の良好な景観に調和した道
路美装化延長

地域固有の歴史・文化が感じら
れる景観の整備状況を表す

7.83 8.41 9.00 ㎞
善光寺周辺地区街なみ環境整備事業、松代
地区街なみ環境整備事業と同じ

７-２-１　地域のまちづくりと一体となった公共交通の構築

公共交通利用回数
市民一人当たりのバス・鉄道など
の公共交通機関を利用した回数

拠点間やまちなかを公共交通を
用いて移動している状況を表す

128.5
（H26）

算定中
(H30年10月以降)

132.1 回/人
平成27年度は御開帳開催のため、平成26年
度の公共交通機関利用者数の維持を目標に
設定

７-２-２　拠点をつなぐ交通ネットワークの整備

公共交通利用回数（再掲：７-２-
1）

市民一人当たりのバス・鉄道など
の公共交通機関を利用した回数

拠点間やまちなかを公共交通を
用いて移動している状況を表す

128.5
（H26）

算定中
(H30年10月以降)

132.1 回/人
平成27年度は御開帳開催のため、平成26年
度の公共交通機関利用者数の維持を目標に
設定

自転車通行空間の総延長

市内(国、県道を含む)の自転車歩
行者道を除く自転車道などの総延
長
①構造分離（自転車道）
②視覚的分離（自転車レーン（車
道へ専用レーンを設置））
③車道混在（自転車走行を誘導
する自転車走行位置の明示）

都市部における自転車が安全に
移動できる状況を表す

7.96 10.42 15.00 ㎞
平成22年度からの27年度までのトレンドを参
考に設定

道路施設における歩行空間の整
備

①1.5ｍ以上の歩道総延長
②点字ブロックの総延長
③歩車道の段差解消箇所数(注）

注：段差解消数とは、交差点における段
差解消が必要な全ての歩道巻き込み部を
解消した場合や横断歩道が接続する歩
道と車道の全てが段差解消した場合を１
箇所とする

障害の有無にかかわらずだれも
が快適に移動できる道路施設の
整備状況を表す



施策コード・施策名等

基準値
H27 H29 H30 H31 H32 H33 H33 単位 目標値の設定根拠

指標名 指標の内容 指標設定の意義（意味）
前期基本計画中の実績値 目標値

計画推進重点テーマ１　｢魅力ある地域づくり｣　～暮らし続けられる環境づくりに向けて～

環境や体制に関するアンケート
指標（全53指標）の達成度

アンケート指標のうち、環境や体
制に関する53指標の達成度

市が実施する環境や体制づくり
に対する総合的な満足度を表す

- - - - - - 53 指標
全指標項目が目標を達成することを見込み設
定

市民（回答者）の実践状況に関
するアンケート指標（全38指標）
の達成度

アンケート指標のうち、市民（回答
者）の実践状況に関する全38指標
の達成度

より良いまちづくりの実現に向け
た市民の実践状況を表す

- - - - - - 38 指標
全指標項目が目標を達成することを見込み設
定

計画推進重点テーマ２　｢にぎわいあるまちづくり｣　～交流人口の増加に向けて～

地域ブランド調査結果
（認知度）

全国1,000市区町村を調査対象と
した約30,000人による認知度に関
する民間のインターネット調査結
果

全国的な本市の知名度を表す 84 56 50 位 過去の推移を参考に全国50位を目指す

地域ブランド調査結果
（魅力度）

全国1,000市区町村を調査対象と
した約30,000人による魅力度に関
する民間のインターネット調査結
果

全国的な本市の魅力度を表す 63 86 50 位 過去の推移を参考に全国50位を目指す

地域ブランド調査結果
（観光意欲度）

全国1,000市区町村を調査対象と
した約30,000人による観光意欲度
に関する民間のインターネット調
査結果

全国的な本市への観光の意欲
度を表す

96 86 50 位 過去の推移を参考に全国50位を目指す

観光入込客数
市内の主な観光地（11箇所）への
入込客数の総計

市内観光地のにぎわいを表す 1,701 1,101

1,790

（H32
1,040）

万人

長野市観光振興計画と同じ
御開帳開催時：平成27年度の５％増、御開帳
非開催時：非開催時平均の４％増を見込み設
定

計画推進重点テーマ３　｢活力あるまちづくり｣　～定住人口の増加に向けて～

定住人口
長野県毎月人口異動調査におけ
る、６月１日の現在人口

地域力の基礎となる人口の状況
を表す

376,672
（H28）

374,910 368,000 人
長野市人口ビジョンにおける平成32年度まで
の減少率に平成28年6月1日の現状値を当て
はめて設定

合計特殊出生率（年）
一人の女性が生涯に産む子ども
の数

出産についての希望をかなえて
いる状況を表す

1.55 算定中
(H30年10月)

1.65
長野市人口ビジョンで目指す将来の姿（平成
72年の人口約30万人、平成37年の合計特殊
出生率1.84）を踏まえて設定

健康寿命（年）
介護保険の要介護認定者数等を
用いて算定した、日常生活動作が
自立している期間の平均

市民一人ひとりが健康の大切さ
を認識し、健康づくりに取り組ん
でいる状況を表す

男
80.81
女

84.97

算定中
(H30年12月)

平均寿命
の増加分
を上回る
健康寿命
の増加

年 国の健康日本21（第二次）を踏まえて設定

(H22～26御開帳非開催時平均：1,002）

13


